
「SmartDiscussion」で、セキュアなペーパーレス会議を運営

個人情報、機密情報の漏洩対策

従来のペーパレス会議システムの老朽化

インターネット環境から隔離状態での動作

 ペーパーレス会議による情報漏えい対策

インターネットや庁内ネットワークから隔離したペーパーレス会議システムを使うことで、安心して個人情報や機
密性の高い情報を取り扱う会議を運営。

問い合わせ先

【組織名】
東京都教育委員会 教育庁総務部デジタル推進課

【所在地】
東京都新宿区西新宿二丁目8番1号 都庁第二本庁舎

【事業内容】
教育庁及び教育機関におけるデジタル関連施策の総合的
な企画、調整及び推進に関すること

【URL】
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/

お客様情報

導入背景・課題

導入サービス

導入効果

選定のポイント

サーバーシステムに登録した会議資料をクライアント端末に配信し、
快適な資料閲覧を実現。
会議中は発表者端末の操作が参加者端末画面に完全同期。
充実した資料閲覧と画面同期機能、シンプルな操作性と万全の
セキュリティ対策が特⻑。
※SmartDiscussionは、キッセイコムテック株式会社の製品です。

官公庁 業務効率化 ペーパーレス

ホームページはこちら⇒
デジタルオフィスツアー公開中！

東洋通信工業株式会社
住 所 ：東京都新宿区新宿6丁目25-7
電話番号：03-6233-1750（代表） 営業担当：

LGWAN-ASP オンプレミス パブリッククラウド

お客様の環境に柔軟に対応できるプラン

東京都教育庁総務部デジタル推進課

詳しくは裏面へ

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/


ペーパーレス会議による情報漏えい対策

教育庁様では、 主に個人情報や機密性の高い情報を
取り扱う会議において、インターネットと庁内ネットワークから
隔離されたセキュアな環境で「SmartDiscussion」を利用
しています。
会議前には、DVDメディアもしくはUSBメモリを使用して資
料ファイルを 「SmartDiscussion」のサーバーシステムが

稼働しているノートパソコンへ移動させ運用しています。また、
クライアント端末としてiPadを使用しています。
今後も、教育庁様では、紙媒体を使うことなく、ペーパーレ
ス会議システムを活用することで、引き続き、個人情報や機
密性の高い情報の情報漏えい防止に取り組んでいきます。

導入背景・課題 詳細

選定のポイント 詳細

導入効果 詳細

※本事例は、お客様の声に基づき作成しております。
※製品・サービスの導入効果は、ご利用企業・組織の方のご利用状況により効果は異なります。
※記載内容は2024年11月現在のものです。
※掲載されている商品またはサービスなどの名称は、各社の商標または登録商標です。 2025年6月

教育庁様 事業内容

東京都教育庁様では、全ての児童・生徒に確かな学
力を育む教育、Society5.0を切り拓くイノベーション人
材を育成する教育、グローバルに活躍する人材を育成
する教育等に取り組んでいます。
また、東京都では、デジタル化を推進するため、ペー
パーレスに取り組んでおり、教育庁様でもその一環として、
ペーパーレス会議システムによる会議を推進しています。

機密情報の漏洩対策として

教育庁様では、従来の会議では、出席者用の資料を
印刷して紙で配布していました。機密情報を取り扱う会
議でも同様であり、資料の紛失による個人情報漏えいの
リスクがありました。そのため、2017年度よりインターネット
から隔離されたペーパーレス会議システムを導入し、紙媒
体による会議を廃止することで、情報漏えい事故のリスク
に対処しました。
従来のペーパーレス会議システムが老朽化したことと、
引き続き、機密情報漏えい防止のため、インターネットか
ら隔離されたペーパーレス会議システムが必要とされ、更
新することとなりました。

既設機器の老朽化

従来のペーパーレス会議システムが老朽化したため、ペー
パーレス会議システムの提供がされている製品であることで
した。
その点、「SmartDiscussion」は2013年から販売開始
されており、200団体以上のさまざまな官公庁や自治体に
導入実績があります。

インターネットから隔離されていること

教育庁様の仕様では、インターネットから隔離されてい
るローカル環境での動作と可搬型であることが要件でした。
「SmartDiscussion」は、ご利用環境や運用ポリシー
にあわせて、パブリッククラウド、LGWAN-ASP、オンプレミ
ス（サブスクリプションプラン、モバイル構成）を選択いただ
くことが可能です。
今回の要件には、ノートパソコン上にサーバーシステムを
構築する可搬型のモバイル構成が当てはまりました。

機器構成イメージ


